科学性と倫理性両立の条件 : 「STSが役に立たなかった」論の分析を出発点に by 林 衛
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Q"ǠǴƸ	ũǞůŞǖǙƽǰƹǛ¦Ǎǰ÷õǡƽǖǓƽǚƼǲƾǁƵƃ
ƃ /ûǞþǋǓǛǀǯȎ±ǬĀúǞǭǰG
ô²yǠǓǪǠNĂŊ¶ǞǡȎÚǠ^Þ
ǛǋǙ+ĥǠĩ½ų ƋȔƛƯ ǂºĴǊǱǙƽǰƵ
°{ĝàǱ²ǠŶǞǡGj;ËěǁǮą\
ĞØǞŃĘľºǂǊǱǰǓǣǞȎ°{ĝàǱ
ǞǭǖǙĩǰĩ½ĔūǂÚǠȏȔƛƯ ǭǯǡǰǁ
Ǟ~ǊƽǈǛǂŀǊǱǙǃǓƵǈǠǭƾǝë`õ
rǴüǱǢȎƋƌ ÀMłĚǠ¦Ĩëǫ®Ǩǖ
ǙƽǓǠǚǡǝƽǔǲƾǁƵƃ
福島県原子力広報協会：ウランちゃんの原子力の基礎知識（2009）から
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ƃ Ƌƌ ÀMłĚǂÈ¥ǛǋǓŖǠ±Ŋ¶ȌȏȍǞǫȎƸĔūųǠĮqǡǝƽƹǞĒǃƸË¡aòǠĔūų
Ȏ¨Õ¨ÖǠ^Þǡ ƋƨƛƯƉǴ^ǞĶqǋǙƽǰƹǛǠÚǠ.vǂåįǊǱǎǞȌǚǃǎǞƄȓȍĴǊǱ
ǙƽǰƵƿǢȎrðôźðGjâǠĶęȎŜŐĈǞŰǍǰĮ7ĆƌÄƐŽǞǡȎƸƸRœöįA]ƹǛǡȎĉ
ìA]ǠRœǠA]ǚƼǖǙȎĹA]Ǡf"Ǡƽǁǝǰ`¡ǞǀƽǙǫǑǠ`¡ǞǀǆǰĔūǂGj;
Į5iUǠqǪǰĔūųǴŌƿǰǀǑǱǠǝƽǫǠǴƽƾƹǛƼǰƵƋƌ ÀMłĚǠƽƾƸ	ũǠůŞƽƹǠ
ƾǕƸǳǂ[ǠÚĈǞǡ+ĥĩǢǅĔūųǠÌǡ})ǊǱǙƽǝƽƹǡrĽĺǔǛĚƿǮǱǰƵĔū
ųǠÌǡȎ[ǚ5qǊǱǓÚǞºµ@ǊǱǙƽǝǁǖǓǛǋǙǫȎĔūūųǛƽƾðĻǂǳǱ
ǙƽǓ ƋƓƓƊ 8ǁǮȎÚǞ^ǘǅĮ7ǛǋǙ-õǝ´ ǛǛǫǞëǊǱÚǞºþǊǱǰǛǛǫǞȎ
ğ¾ĊǞǫčǊǱǙǃǓǛǳǁǰǁǮǚƼǰƵǋŀǦǊƿǍǱǢǳǁǰrĽĺǔƵƃ
ƃ  ƋȔƛƯ ǠĔūųǂÚǞƼǰǁǮǈǑȎƸqfƹǞǋǙƽǓŝŨ²ôîȎ°{ĔxŅǚŅłÉ
ǇêǚÚǞǫĮ7Ǟǫ)ǖǙƽǝǁǖǓ ƗƖƚƙƌƊƊƑ ?QǠëlĩǢǅêÙǠ ƌƊȔƛƯ Ǜƽƾ¿g 
ǴȌP?QǠē»ĩǢǅêÙǠ ƌƊƋƊƊȔƛƯ ǠƾǕǠ ƌƊȔƛƯ ǴÏßǯǊǏǰǁǓǕǚȍȎGj;ē
sĲǠǫǛÚǞďǩŔǵǚşðǋhǪǰǛȎ¹Â±ǡ2·ǋǓǠǔƵǑǱǂǝǱǢȎ ƋƨƛƯ Ĕūųǂ
µkŚǯōƿǙǡǝǮǝƽ^ÞǞǝǰǁǮǔƵƃ
ƃ ǗǨǯȎǈƾƽƾǈǛǚƼǰƵGôŻá8Ȏ
ũǠbǚnǱǙƽǰǠǚGjâǡo*ǚǍǁǮȎ ƋȔƛƯ ǠĔ
ūųǴōƿǰǈǛǝǜƼǯǨǏǵǛƽƾǠǂȎ¹Â±ǂľºǋǙǃǓČÃǚƼǖǓƵGôŻáôîǠ¹
Â±ǡȎČÃǴI²ǞǋǨǍǛƽƾǳǯǞȎƸÚǞǝƽƹǛǋǢǋǢÜ6ǝÚŞIǠrǴĽƀ@ǍǓ
ǪǠľºǴǋǙƽǰǞǍǄǝƽƵƃ
ƃ ćěǂ#ĜǋǓŒ\'ķĵȌƌƊƋƑ ƌÀ ƋƊ¹Ā\Īť­ŦǚđxȍǚǫȎGôŋ&ŧķĵȌP ƌ
À ƋƑ ¹ŧ\ĪǚĸǥǠIy|VȍǚǫȎĩQȌÆź;Ǭ¹Â±ȍǡȎ ƋƨƛƯ Ǡ^Þ ǞǤǱǓƾ
ƿǚȎ ƌƊƨƛƯ ǚǫXçǬŪģŎǝǜǠĬYǞŸǱǰǧǜżǂ~ǊƽǝǜǛǋǙƽǰƵ ƋƨƛƯ Ǡ
ĔūųǴI²ǞǍǰÚŞIǴOì@ǍǰǓǪǠĽǖǓām>UǔȌȑȍƵƃ
ƃ āmłěǠ9ǡȎ±ǠĽƀ@ǋľºǴīǆǰǈǛǚǡǝǅȎĆǞÚŞIǠ¦¬ǞƼǰǠǚǡǝ
ƽǁƵƸGô²ñÅǠ°{ĔǠŲņǞǡşðǊǱǝƽƹǛõǞ¹Â±ǬÆź;ǂǋǓǛǋǙ
ǫȎǑǫǑǫŝŨ²ǡîǌǝƽǛƽƾČÃȌą\ĞØǠÔǬžŬǞǓƽǋǙǫėǯŕǋľºǊǱǙǃǓȍ
ǠǫǛǚGj;ªśǴĒǆǙǃǓǠǔǁǮȎČÃǴĦǍǰÚõňǁǮ¹Â±ǬÆź;ǡŘǱǮǱǝ
ƽǡǎǚƼǰƵN\ǠĪ2ǚǑǠÚõňǴÔÿǂVƾǙƽǰƽǨȎǑǠ¦¬ǂƸ	ũǞůŞǖǙƽǰƹ
ǛǍǰǡȎÚõňǁǮŘǱǭƾǛǍǰ"ǴŊǍǰǫǠǞǝǖǙǋǨǳǝƽǔǲƾǁƵǔǛǋǓǮȎƋƌ ÀMł
ĚÂÅǠǟǮƽǛǫóǝǖǙƽǰǭƾǞǳǱǙǝǮǝƽƵƃ
ƃ  
ȌƋȍƣƮƮƫƔƉƉưưưƈƠƩƯƈƢƪƈƥƫƉƞƣƠƨƤƉƬƣƨƉƣƌƑƦƤƭƪƭƣƤƬƱƪƉƝƮƮƝƞƣƉƌƊƋƐƊƐƨƝƮƋƇƊƎƇƋƌƈƫƟơƃ
ȌƌȍĄÂļWȒ	ƷȃȆǹȋȂȇǿƲƲĀĆGô²ƃĩǢǅǠÜȎł:ÿȌƌƊƋƑȍǚǡȎÔ(ĥŅŴŅUȌƌƊƋƋ »ȍǛǋǙȎÆ
gmgmŴǚGj;mǴz¯ǋǓmEcǛǋǙȎÆĠǚGj;ȁȅȉǿǠĶĳŮôǞ«ǳǖǓĐſǴŉǳǱȎGô²yǚ
ű%ǁǮǠĬŁǞǭǯƸǠ=ĲǼȋȄƹǴąǕǇȎpŤǧǁǥǠ=ĲÛ>ǞǋȎ~LƂĢÆgm³§ǛƸƌƊ ȃȆǹȋȂȇǿ
^ÞƹǠĭøǋǴķƿǓĐĖǝǜǂŖǦǮǱǙƽǰǂȎÚǞƼǖǓ ƋƨƛƯ Ǡ+ĥǠĩ½ųǡǩǉǛǞåįǊǱǙƽǰǠǫǳǁǰƵƃ
ȌƍȍġůÁjȒ°{ĝƲƲĭƿǝƽFŵȎĿdāmš¾ȌƋƓƓƊȍƃ
ȌƎȍƿǢȎÇƃħȒ°{Ĕĩ½_ǠĽıǛÝǡƴǝǐîǌǓǁȓȎƘƕƛƜƘ ĕȎƃ Ǝ ǗǠƸGô²ŀƹǴÓőȊÊĸǍǰȎÖ¼ÿ
ȌƌƊƋƌȍ¡JȎGăǡ ƣƮƮƫƔƉƉƣƟƧƈƣƝƩƟƧƠƈƩƠƮƉƋƊƋƋƊƉƋƎƐƒƑ
ȇ˘Ƿ̞ƈȋȰƌˆôǐ˘ƚƙ˘Øì̞ơʦʯˇĴĴ˄ʥʢʿȁ(jǘ˃ˆʺˁǑʤ˜
˟˞ʛȤ˄ʢʤˈ̞ƨ¦þǧƣ ȋˢt˔ƨ¦ƈȋˆơʦʯ˖̞ʷˆģǙˁ˷˼˿ˀˁ˜ʤ˜˟̞ȁ
(ˀʨ˞ˁʢʣʮˁˀ˖ʡ˞ʛ˺̛˧˥̙˘̛̂̑˿̙ˆƈȋˆʥʦ˟ʹģǙ̞ǟìˆƈǵĂʨ˄̞
ʷ˟˄ʾʪȇ˘Ƿˆơʦʯˇȁ(ˀʨ˃ʢʺˠʣʛʝ˒ʯʦʞˁʝ˘ʼˉ˝ʞˆ^Mʧˀʨ˞ˆʺ
ˁʱʹ˜̞ʷʮ˄ģǙ˘ǟìˆƈǵʧˁ˖˃ʼʿʢ˞ʦ˜ʺˁǑʤ˜˟˞ʛɢ
ɪɨɩɩÊ ɩɪĺˆ ɿʀɿ¦ Ê ̜ȶ¦̝ˀ¦ ŧ̛̙̐̄ʧŃīĿɗŶà˄ʝɿʀɿˇÜ˄
ƭʹ˃ʦʼʹʞˁƖǷʱʿʢʼʹcˢď˞ʹ˕̞ʝ˿̙̓˵̚˱˦˩̙˵ȋʞʝƨ¦ƙɧƣ ƙnƈìʞ
ʝ̔˵˭˰̎̑̂˯̛˳̙̒ʞˁʢʼʹÝ˜ĽÞˆƈȋˆģǙˇʷ˖ʷ˖%ˀʡʼʹˆʦŋǺʱ˛ʣʛɢ
Cdjlam_Z[laD5R/GUR60=
¹ņ4mʧǠĸ˘ȌŲˀ ɳɦɢ ɺɦɢ ̘˦̛̙̄ˮˆ˩˼˷˦ˢǀʱ˃ʧ˜̞ʝƨ¦˄ˇ}ʣʮˁʧˀ
ʨ˞ʧƨ¦̜ʺʬ̝ˀˇƴʧˀ˃ʢ}ɜǏʞ˃˂ˁʱʿ̞ʝ˿̙̓˵̚˱˦˩̙˵ʞˁʢʣʮˁˈˢƌʳ˞
˛ʣ˄˃ʼʹ ɪɨɨɨ ÊK˕̞Ʋǒ˖ƠƬ ˃˂ˀoÇʱ̞ʷˆƖǷ˄ŤƚʱʹʛŉɄƖ˄ʦʦˡ˞
ƠƬǒˁʱʿ̘˦̛̙̄ˮˇ̞ƨ¦ƙ˄©<ʧơ®˄+Ȁˀʨ˃ʢ˄˖ʦʦˡ˜ʴ̞©<ˀʡ˞ʦ
ˆ˛ʣ˄Öʳ˟ˈ̞ˤ̐̔˫ˆÅśƣ ʦ˜ˆ,ɛˢʼʿŉɄƖʷˆ˖ˆʧˀʨ˃ʪ˃˞ˆˢä
ȷʱ̞o5ƠƬǒʹʻ˄qʬʿ̞ƨ¦ǒ˄˛˞ĩƙ˃ş­ˀˇ˒ʴʢ̞Åśƣ ˆ,ɛˁĝĈˢ
á˜˟˞˛ʣ˄ʱ˃ʢˁ˃˜˃ʢˁǿʤʹˆʺˁǑʤ˜˟ʹʦ˜ʺʛ̘˦̛̙̄ˮǛțʧÁ¦ˢ˿̙̓
˵̚˱˦˩̙˵ʺˁƢʱʿʢ˞ˁʥ˝ˀ̞ƨ¦ǒʺʬˀş˕˜˟˃ʢˆˇ̞ʷˆƨ¦þǧˆ®Ǧ˄
ơ®ìʧʡ˞ʦ˜ˁʢʣ˛˝˖̞°ïʧóʯ˟ʹ˝̞Â˃˰˵˿ʧʦʦʼʹ˝ʳ˞ƠƬɄƖˆìȗ
˄Șʳ˞ʛÅśƣ ˆĝĈ˘,ɛ˖ØŹˆʮˁʺʦ˜̞ʷ˟ˆƨ¦þǧȋƙĨwˇ˃ʢ˖
ˆˆ̞ƨ¦ǒˆƁħˎˆŤôˢʣ˃ʧʳôwˇʡ˞ʛɢ
ˁʮˠʧ̞ƨ¦ǒˎˆŤôȘˆģǙʦ˜ɔ˟̞Åśƣ ˄ʥʬ˞ƨ¦˰̎̑̂˯̛˳̙̒ˁʢʣ
pƚˆ̜Ĭƨ¦þǧÍƼğƵƶˆ̝ȕȽˢùƍÔŜưʳ˞ģǙˆ˃ʦˀ̞ɿʀɿ Ɇ*ǒˆʪ
ʧʝ˿̙̓˵̚˱˦˩̙˵ʞˢƌʳ˞˛ʣ˄˃ʼʹʛʮ˟ˇ̞ƨ¦ȋǒʧƨ¦ýLˆąʢüˀʡ˞ʮˁ
ʦ˜ɔ˟̞ɢőTŏȧˢȞǲʱʹ˒˒ƨ¦˰̎̑̂˯̛˳̙̒˄Åśƣ ˢÄʨȟ˔ʮˁˀ̞ʡʹʦ˖
}ɜǵş˄Ǆˋʽʪʦˆ˛ʣ˃ÌóˁǄˋʽʢʹʛɢ
'ʤˈ̞ɪɨɩɩ Ê ɩɩ ĺ˄ĞȣɄʯ˟ʹ ɻɶɹʝƘżġ¯ ɸɳɽɳɻ Ɉ¦¹ņ4mġčƨ¦þ
ǧƣ ȋʞˀˇ̞ÂťţˀƦ¿cƖʧaœ˄Ŵʱʹ'ʧˁ˝ʡʭ˜˟̞ʷ˟ʧʝ˿̙̓˵̚˱˦˩
̙˵ˀʱ˚ʞˁ̞o5ˆÉÀƧË̞=ľǆɞˁˁ˖˄¹ņʧ̞Ɉˆ¦ɌƊ˜˄ȇáˢǌ˝Îʭ˞
¡ʧĲʱGʯ˟ʿʢʹʛȇá˄ƽáʱʧʹʢ˛ʣʳˆ¦ɌƊ˖ʢ˞ʛʷˆ¦ɌƊˆˆ˂˖ˁ˄̞
ƨ¦ƙ˄}ʣʿ˖a˃ʢˀʱ˚ˁʡ˞˛ʣ˄Ʋǒ˄ˇ˓ʤʹʛɢ
Ý˜˿̙̓˵̚˱˦˩̙˵ȋǒʹʻˆȏȋˆſãˇ̞Ʀ¿cƖɗŶˆcˁʱʿÂɗ˄˛˞ų
ʱʪɂʢĖ˟ˆƛĚ˄ˇʢʼʯʢǶ˟ʴ̞ťţˆǮł˄˛˞aœʧʝ˿̙̓˵̚˱˦˩̙˵ʺʞ̞ƨ
¦ˀˇƴʧˀ˒ʵˣˁ̞ŉɄƖƠƬˆ¶Ƀˆ¦Ɗ˘ƠƬǒ̞Åśƣ ˄qʬʿ×Ȋʳ˞ŷ˄
ʡ˞ʛɿʀɿǩˁʱʿ¦ǧ ȏ˄eVʳ˞¹ņˇ̞¦ǧ ȏˀˆȏȋˢDȿʱʹĸƺɬˆ˃ʦˀ̞
ˆ˛ʣ˄Ȣˏʿʢ˞ʛɢ
ʝˀˇ̞ʮˆ˛ʣ˃ȺɉȐ˳˵˽̏ʧ<ʿœǘʱ˃ʪ˃˞˛ʣ˃ĠˆƊȘơƅˇ˂ˆƩÑˆ˖ˆ
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 ¿ǣȩ̚àǤÕ£̚ŀƍĢǊ̡ƨ¦,ˆĴˢ}ʣ##Ʀ¿cƖŶ°àˆƨ¦ˁƣ ̞noGž
̜ɪɨɩɭ̝ɢ
ˀʡˠʣʦʛʮʮˀ˖ƨ¦þǧˆ¶Ƀ±ˆƴˇːˑǝʳ˞ʛʝʨˡ˕ʿ"ʢơƅˀʡ˞ʞˁʛ˖ʻˠ
ˣʮˆơƅˆǹƶ˄ʥʢʿˇ̞QđˆǍʨĩ˃˂˄Őìʧř˞ʹ˕̞¶Ƀ±ˆǹƶǄŇʧª<
˄ǝˇʱ˃ʢˀʡˠʣʛʱʦʱʝʨˡ˕ʿ"ʢʞˁʢʣ­ìƙ˃ǩƆ˄µʱʿƒȋˇ˒ʴG˃ʢˀʡ
ˠʣʞ̜ɱ ̛̌˴̝ʛɢ
ʷˆà ɩɪ ̛̌˴ˀ̞ƟŒ8ÚˁɠľȴʧɈƥ̚ŪȚɗŶà˄ƖʱʹcƖȬȸĠˎˆ
ȎɁˢÔƌʱʿǀʱʿʢ˞ˆʺʧ̞ˆĉĘʧʡʼʹˁʱʿ˖ʝʝʨˡ˕ʿ"ʢʞˁʢʣ­ìƙ˃
ǩƆ˄µʱʿƒȋˇ˒ʴG˃ʢʞˁʢʣ¹ņˆQđˇĖ˞ʧʴ̞ȏȋˇ̞ɗƞˆơ®ì˄˃
ʧ˟̞ƟŒ˘ɠľˆÖ˄ơ®ìʧʢˆˀȇáƙˀ˃ʢˁƢ{ʳ˞ʦˆ˛ʣ˄˃ʼʿʢ˞ˆʺʛ
˒ʯ˄̞ʝ˿̙̓˵̚˱˦˩̙˵ʞˎˆùƍÔŜˀʡ˞ʛɢ
®ɐ˄ʽʩˆ˛ʣ˄Ȣˏ˜˟ʿʢ˞ʛʝťţʧł˞ʦsʦ̞˂ˆƩÑˆɠʯˆťţʧʪ˞ˆʦ̞
ȵɖŰˆʧȘʮ˝ʤ˞ˆʦsʦ̞ɘÈƌ˾˥̛˸̕Ɩɖœʧ<ʿȘYʱ˃ʪ˃˞jǘìʧʡ˞
ˆʦ̞ʮʣʢʼʹȑˇ<ʿơ®ˀ"ơƅȑˀʡˠʣʞ̜ɩɱ ̛̌˴̝ʛɢ
Ȋňȭˢǈʬ˞Ŭƍ¥k˄˛˞¾ţĨĸ ɭ ˢʝcƖˁťţʔȎuˁǡʼʹˋˁʞˁ˱̉˹˦˿
̕ˢ˃ʶʦʤʹʣʤˀ̞¹ņˇeǑģƂˁʱʿʡʭʿʢ˞ʛŬƍĨĸˀˇ̞ˆ˛ʣ˃öˇʝ<
ʿơ®ˀ"ơƅȑʞʺˁÖʯ˟ʿʢ˞ˡʬˀˇ˃ʢʛŃɖTǛ˜ʧµƵʧåǯʺˁȄȍʱ
ʿʢʹ˄˖ʦʦˡ˜ʴ̞ʡ˞ˁʨʷ˟ʧʝó­ʞˁ˃ʼʹ®ˢĮ˜ʦ˄ʱʿʢ˞ˆʺʛƟŒ˖ɠľ˖
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相模原事件１年
やまゆり園、１９人を追悼
毎日新聞 2017年7月24日 22時36分 (最終更新 7月24日 22時41分)
津久井やまゆり園事件追悼式で祭壇に一礼
する入倉かおる園長＝相模原市南区で２４
日、代表撮影
　相模原市の障害者施設「津久井やまゆり園」
で入所者１９人が刺殺された事件で、１９人の
追悼式が２４日、同市南区の相模女子大グリー
ンホールで開かれた。施設を設置した神奈川県
が主催し、遺族や園関係者のほか、県内の障害
者ら約７００人が参列した。
　祭壇に遺影はなく、園に残る入所者が折り紙
で作ったヤマユリが飾られた。登壇した黒岩祐
治知事は、遺族や園職員から聞いたという１９
人のエピソードを一人ずつ紹介。「夜空を彩る
花火をみんなと見上げていた」「小学生と二人
三脚を頑張った」「お母様からすてきな水着をもらって喜んでいた」「お祭りの屋台が大好
きだった」－－などと述べ、「私たちは決して忘れません」と呼びかけた。
　式典後の記者会見で黒岩知事は「本来は１９人の名前を申し上げ、一人一人の遺影が飾ら
れるべきだが、今の日本では許される状況ではない。残念に思う」と障害者への差別が残る
状況を振り返り、「共に生きる社会の実現を目指さなければいけない」と語った。
　息子（３２）が事件で首と頭を刺され軽傷を負った男性（７０）は「よどんだ日々だった
が、式でこの１年をゆっくりと思い返し、初めて一つの区切りをつけられた」と穏やかな表
情で話した。
　式典では塩崎恭久厚生労働相や、やまゆり園の入倉かおる園長、大月和真・入所者家族会
長らが追悼の辞を述べ、献花した。【宇多川はるか、国本愛】
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いまや新自由主義は､民主主義を内側から
破壊している。あらゆる人間活動を経済の
言葉に置き換え、民主主義を支える理念、
制度、文化を解体する過程を解き明かす。
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東日本大震災　図説集
体に影響する被ばく線量の目安（2011年3月23日付朝刊）
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綱渡り…汚染水元の水位に
ゼオライト入り土のう投入
へ
避難者は「金より仕事を」
放射性物質除去商品に注意を
TDL再開もレジャー施設悩み
「ザクティなんていらない」
マーくん完投 楽天競り勝つ
【震災義援金の主な窓口】
40代、勉強してるのに
東大卒の齋藤教授も飲んでいる！
今だけ１０％増量（サントリー）
40代、勉強してるけど
東大卒の齋藤教授も飲んでいる！
今だけ１０％増量（サントリー）
震災後　地震国の原発　政策の大転
換を図れ
菅首相への批判　ただ「辞めろ」は
無責任だ
体調・飲酒にしじみ習慣！
黄金しじみの栄養をギュッと凝縮！
肝臓の健康にはコレ→無料サンプル
【毎日教育ｅタウン】
中国語の学習革命！
「仕事で中国語が必要になった」
「忙しくて勉強する時間が取れな
い」
10日間のチャレンジ！！
【毎日キレイ】彼女がキレイな理
由
福田沙紀さんの「こだわり」
おすすめ情報
社説
注目ブランド
毎日ｊｐ共同企画
2011
323
$
323"%#')0-,
&(+ 328#%2	
$4(5/.1#* !& !
)
　原子力安全委員会・政府が低線量健康影響を認める過程
4月10日　久住静代委員，臨時会議で「（1年間で）100mSv以下では心配ない」
4月11日　安全委，記者ブリーフィングで「100mSv/年以下では健康への影響はない」との文書配付
4月19日　文科省，児童・生徒の被曝量を年間20mSvまでとする暫定基準発表
4月29日　小佐古敏荘内閣官房参与涙の辞任会見「年間20mSv近い被ばくをする人は原子力発電所の
　　　　　放射線業務従事者でも極めて少ない。この数値を乳児，幼児，小学生に求めることは学問
　　　　　上の見地からのみならず，私のヒューマニズムからしても受け入れがたい」
5月6日　安全委事務局，統合会見で年間100mSv以下でも健康への影響があることを認める
5月16日　安全委事務局，久住委員が4月10日の発言を訂正したことを統合会見で報告
5月20日　安全委事務局，文書「低線量放射線の健康影響」について公開
5月26日　日隅一雄氏の指摘を受け，安全委は同文書を訂正
5月27日　文科省，「学校で児童・生徒の受ける線量は年間1mSvをめざす」との方針発表
7月7日　枝野官房長官，国会で「100mSv未満では放射線ががんを引き起こす科学的な証拠はない」
7月27日　衆議院厚生労働委員会にて児玉龍彦教授発言「放射線の健康への影響について」
10月26日　安全委事務局，4月11日付文書の間違いを修正，「「100mSv以下では健康への影響はな
　　　　　い」という記述は正しくありません。」と追記
　　　日隅一雄・木野龍逸：検証 福島原発事故記者会見—東電・政府は何を隠したのか，
　　　岩波書店（2011）をもとに，林が加筆。
「緊急時迅速放射能影響予測システム(SPEEDI)」非公表など「法律を軽視してその場限りの対応を
行い，事態収束を遅らせている」
10月20日？　文部科学省，放射線教育副読本公開「…科学的に明確でないことを理解させる」
11月9日 「低線量被曝のリスク管理に関するWG」初会合
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３．イデオロギー化しつつある線量主義(４)
しきい値あり（100mSv以下影響なし）を否定する多数の研究
最近得られた疫学的証拠の例
○文部科学省（2011）　前向きコホート調査　原
子力施設20万人　累積被曝13.3mSv　　　　
→全がん４％増、肝がん13%増、肺がん8%
○Pearce他(2012),Lancet　後ろ向きコホート調
査　医療被曝CT検査　イギリスの子ども（22
歳未満約18万人）　→51.13mGyで白血病
3.18倍、60.42mGyで脳腫瘍2.82倍（有意）
○Eisenberg他(2011),CNAJ　後ろ向きコホート　
カナダの心筋梗塞患者82861名の血管造
影・CT検査等　→10,20,30,40mSvごとに全が
んが各3,6,9,12%増加（有意）　　　　　
○Pijpe他(2012),BMJ　後ろ向きコホート　胸部Ｘ
線写真・マンモグラフィー・ＣＴ検査　BRCA変
異を持つ女性1993名　→14mSvで乳がん
1.90倍に増加、22～43mSvで3.84倍(有意）
○Mathews他(2013)　コホート研究　医療被曝
CT検査　オーストラリアの小児68万人　　　
　→4.5mSv毎に小児ガンが20%増加
　　安全論バイアスのかかったLSSの枠組でさ
えしきい値ゼロを主張　（LSS第14報）
★脱毛発症率から内部被曝線量を推定し
LSSの欠陥を補正した沢田昭二氏の研究
によれば2.5km地点でも1000mSvを超える
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 ２．二次検査結果 
（１）二次検査実施状況 
平成 26年 6月からは二次検査を実施しており、対象者 2,222人のうち 1,685人（75.8%）
が受診し、そのうち 1,553人（92.2%）が二次検査を終了している。※４ 
その 1,553 人のうち、378 人（表 5 の次回検査 A1 と A2）（24.3%）は詳細な検査の結果
A1もしくは A2判定相当として次回検査となり、1,175人（75.7%）は、概ね 6か月後また
は 1年後に通常診療（保険診療）となる方等であった。 
 
 
※4 市町村別実施状況は資料 5のとおり。 
● 次回検査は一次検査基準で A1、A2の範囲内であることが確認された方(甲状腺に疾病のあ
る方を含む)。 
● 通常診療等は概ね 6か月後または 1年後に経過観察(保険診療)する方及び A2基準値を超え
る等の方。 
 
（２）細胞診等結果 
穿刺吸引細胞診を行った方のうち、68人が「悪性ないし悪性疑い」の判定となった。 
68人の性別は男性 31人、女性 37人であった。また、二次検査時点での年齢は 9歳から
23歳（平均年齢は 16.9±3.3歳）、腫瘍の大きさは 5.3mmから 35.6mm（平均腫瘍径は 11.1
±5.7mm）であった。 
なお、68人の先行検査の結果は、A判定が 62人（A1が 31人、A2が 31人）、B判定が 5
人であり、先行検査未受診の方が 1人であった。 
 
表 6.細胞診結果（平均年齢と平均腫瘍径の（ ）内は範囲を示す） 
ア 平成 26年度実施対象市町村 
・悪性ないし悪性疑い 51人※5 
・男性：女性      21人：30人  
・平均年齢       17.2±3.1歳（10-23歳）、震災当時 13.1±3.1歳（6-18歳） 
・平均腫瘍径      9.4±3.1㎜（5.3-17.4㎜） 
イ 平成 27年度実施対象市町村 
・悪性ないし悪性疑い 17人※5 
・男性：女性     10人：7人 
・平均年齢      15.9±3.6歳（9-21歳）、震災当時 11.1±3.3歳（5-16歳） 
  ・平均腫瘍径     16.0±8.3mm（5.7-35.6mm） 
 
ｱ ｲ ｳ (ｳ/ｲ) ｴ (ｴ/ｳ) ｵ (ｵ/ｳ) ｶ (ｶ/ｳ) ｷ (ｷ/ｶ)
189 ( 16.1)52 ( 3.3) 326 (21.0) 1,175 (75.7)合計 2,222 1,685 (75.8) 1,553 ( 92.2)
89 (17.2) 413 (79.9) 41 ( 9.9)
148 ( 19.4)
平成27年度
実施対象市町村計 917 608 (66.3) 517 ( 85.0) 15 ( 2.9)
37 ( 3.6) 237 (22.9) 762 (73.6)
平成26年度
実施対象市町村計 1,305 1,077 (82.5) 1,036 ( 96.2)
Ａ２ うち細胞診受診者
(ｲ/ｱ)
対象者数
（人）
受診者数（人） 結果確定数(人）
受診率
(%)
確定率
(％）
次回検査 　　通常診療等
Ａ１
表 5．二次検査進捗状況 平成 28年 9月 30 日現在 
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科学技術社会論（STS）学会参加者有志による自由研究集会 
 
データで探究・対論「福島小児甲状腺がん多発問題」 
 
2011年度に開始された福島県民健康調査小児甲状腺検査では，200近い甲状腺がんが発見され，
適切な医療の実現を求めるとともに多発原因を探る議論が県民健康調査検討委員会，日本学術会
議，科学専門誌，マスメディア，各地で開催される研究討論会などで進められてきました。 
SNS上で情報提供，問題提起を続ける匿名医師のなとろむさん（https://twitter.com/NATROM）
をお迎えし，議論最新状況をふまえ，論点を整理したうえで，いまなにが必要か共有をめざした
研究集会とします。 
日時：2017年11月26日日曜日18時30分～20時 
会場：九州大学馬出キャンパス附属病院ウエストウイング棟(旧病棟)4階臨床大講堂 
参加費：自由研究集会はどなたも無料で参加できます 
案内FBページ　https://www.facebook.com/events/135058797059461/ 
進行予定 
①主旨説明と問題提起（林）→②なとろむさんからの応答→③自由討論と論点確認（終了まで）　 
議論すべき最低限の論点 
大問題1：被曝による多発があるかどうか 
　否定できず，あると考えられるで共有可能？ 
大問題2：過剰診断がどのような害をもたらしているのか。利益がなんでどれだけで，不利益がな
んでどれだけか。 
大問題3：検診が事実上崩壊しつつあるいま，どう健康影響を把握するのか 
大問題4：把握を越えて，どのようなケア，償い，支援が必要か 
　 
なとろむさんのSTS専門家への期待：「早期発見したがんは、そうではないがんと比較して、予
後が良い。ゆえに検診は有効である」との誤解を解くために，どうしたらよいのか。 
FB・メールでいただいた主な質問・論点リクエスト 
・被曝や多発がある場合も検診をすべきでないのか 
小児甲状腺がんのATA米国甲状腺学会ガイドラインでは、放射性ヨウ素治療による二次発がんと
死亡率の増加が明らかであると記載。進行しても放射性ヨウ素治療があるから大丈夫、というこ
とではなく、放射性ヨウ素を使わざるを得ない遠隔転移や再発を起こさないようにすることが重
要。治療の目的はがんによる死亡率を下げるだけではなく、副作用や後遺症を減らすことだとも。
患者や家族も、放射性ヨウ素治療のリスクについて十分に説明を与えられなければならない。・ 
・放射線治療にはどういったリスクやデメリットがあるのか 
・治療医の仕事と治療しない医師の仕事との違いはなんでしょうか 
・進行した場合と進行しなかった場合で死亡リスクは同じなのか 
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・進行した場合と進行しなかった場合で後遺症などのリスクは同じなのか 
・福島の小児甲状腺がんが遠隔転移などに進行する可能性など，進行した場合のリスクや不利益
を患者や住民にどう伝えたらよいか 
・自覚症状の有無や発見のきっかけが検診か一般受診かによって，同じTNM分類のがんでも悪性
度が異なるのか 
企画者（林 衛）の問題意識 
林 衛：放射線被曝情報の誤解と混乱は、なぜ生じたか？   　　 　　　　　　林 衛（hayasci@mac.com） 
　http://hdl.handle.net/10110/14687　　　　　　　      　@SciCom_hayashi 
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T h e  50th  Annual C ongress  of the Japanese Society of Thyroid Surgery - - - -
S Y 3-1  ·—-
2017年10月甲状腺外科学会シン
ポジウム予稿
なとろむさんの要望に応えるためには 
①必要条件の場合，検診は有効な場合と有効で
ない場合がある。その区別をどうつけるか 
②医師がそもそも検診を勧めるために，がんの
ステージごとの5年生存率のちがいを強調して
いる。まず，医学界の中相互批判，自己点検が
必要では？ 
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「このように，抑制的にしているにもかかわらずアメリカ・
韓国の過剰診断論から同様に問題とする方がいる.」 
鈴木眞一：福島原発事故後の福島県小児甲状腺健診と小児
甲状腺癌 
『医学のあゆみ』2017年3月4日号特集：甲状腺疾患のすべ
てから引用
2017年10月の鈴木眞一甲状腺外科学会シンポ講
演予稿（左ページ）のポイント 
・専門家によるコンセンサスで実施 
・過剰診断抑制を重視 
この過剰診断は疫学的意味で問題となったもの。
介入比較試験はありませんが，この専門医取組を
どう評価するか，問題では？ 
Twitter上でも関連する投稿がありますので，引
用しておきます。 
https://twitter.com/nagaya2013/status/
933577694905692160 
「現行の治療基準に配慮した検査方法 
1）検出する腫瘤の大きさを制限 
2）細胞診を行う適応を制限 
3）癌の診断後も経過観察 
検診の目的は生存率の改善ではなく、術後の永続
的甲状腺ホルモンの補充やアイソトープ治療の減
少で、できる限り片葉切除にとどめ過剰治療にな
らないようにしている。」 
https://twitter.com/nagaya2013/status/
932759113007693824 
「検診有効性の議論は「早期発見により9割の患
者が全摘を避けられ機能が維持できている」こと
の評価と「検診がなければ何年後に自覚症状を得
るはずのか」「その場合、甲状腺の全摘はどのく
らい避けられるのか」の検討に包括できます。い
つまでも概念で過剰診断を言ってないで議論を落
とし込みましょう。」 
https://twitter.com/nagaya2013/status/
933585093091778560 
「早期発見による片葉切除で術後のQOLの改善
を図り、検診方法を抑制的にして過剰診断をなる
べく避けようとしています。「死亡率の改善のな
い検診問題」は折り込みでした。というか、ほと
んどが生涯無症状だという多発否定のロジックは
よほどのエビデンスがないと否定されます。」 
